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■実験計画
[bookmark: _GoBack]ここから先は、「倫理審査申請ガイド」「記入例」を参照しながら記載してください。

１．実験の目的
（１）実験の目的、目標
実験の目的、目標は、実験の背景と問題点を含めて、記載してください。
例えば、「○○○の背景のもと、○○○といった問題点があり、それを解決するために、○○○の実験（評価、測定）を行う。結果は○○○に利用する（役立てる）。」など。


（２）実験を行う意義、必要性
人を対象とする実験を行わなくとも十分検討可能な事柄を実験しようとしてはいけません。人を対象とする実験を行う必要性を説明してください。

これまでに当センターの倫理審査を受けて承認された実験計画があり、かつ、それと類似の実験計画を申請される場合には、前回の実験との違いを（同じ場合は再度行う理由を）記載してください。


２．実験の内容・方法、拘束時間
（１）実験に使用する装置の概要（実験対象機器を含む）
※市販の機器・装置は機器名称と品番を記載してください。
※実験対象機器、オリジナルの測定装置は写真も入れてください。
※静止画、音声、動画を取得する場合、録音機器、ビデオ機器も記載してください。
※アプリやソフトウェアを対象とする実験では、実験対象者が使用する機器（タブレット、スマートフォン、PC等）も記載してください。

（２）実験方法および実験対象者に課せられるタスク
※実験対象者にやってもらうことをすべて記載してください。
※実験対象者の実験時の服装、姿勢、センサの場所、やってもらう連続時間、繰り返し回数など細かく記載してください。
※実験のための移動、着替えなども記載してください。
※実験者だけが行う準備作業は含みません。



（３）実験手順タイムライン
※受付から終了までの手順（休憩も含む）を、時間配分とともに記入してください。
※実験が複数日の場合で、日によって実験手順が異なる場合には、表をコピーして別々に記載してください。
※（２）のタスクがすべて記載されているか、整合性が取れているかご確認ください。
※不要な行は削除してください。

	手順
	時間

	
	

	
	

	
	

	
	

	合計（時間）
	



（４）休憩時間
※該当するものにチェックし、該当しないものを削除してください。
　　　　□あり→時間、頻度
　　　　□なし→理由

（５）実験の頻度
　　①一人あたりの実験の参加回数：　　回
　　②一人あたりの実験参加の期間：　日、週、月
※複数回、参加してもらう実験では、「実験参加の期間」に、最初の参加から最後の参加までの期間を記載してください。

（６）実験対象者への予測される不利益、苦痛、危険性、不快な状態の内容と程度。その予防・安全確保の方法。
※実験において実験対象者に起こり得る不利益、苦痛、危険、不快な状況を予測して、すべて上げてください。そして、その1つ1つの不利益、苦痛、危険、不快に対して、それらを防ぐための対策を立てて記載してください。

（７）実験実施者側が実験を中止させる場合の条件または理由
※実験対象者が心身の不調に至ることのないよう、実験中止の条件を記載してください。

３．実験対象者
（１－１）条件・人数
※実験内容説明書８．との整合性を確認してください。
※添付する募集文書との整合性を確認してください。
※不要な行は削除してください。
	年齢
	性別
	その他の条件
	人数

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



（１－２）特別の配慮を要する者やインフォームド･コンセントを与えることができない状態にある者を実験対象者とする場合、その明確な理由
※対象としない場合は、「対象としない」と記載してください。

（２）実験対象者の募集・選定方法　※募集文書を添付すること
※公募が原則です。
※公募によらない場合には、具体的な方法とその方法で行う理由を記載してください。

（３）実験対象者の同意を得る方法
　　①インフォームド・コンセントの実施者
※「倫理審査申請ガイド」「記入例」を参考にしてください。

　　②実験対象者の同意を得る方法
※「倫理審査申請ガイド」「記入例」を参考にしてください。

②-1実験対象者が未成年（20歳未満）の場合
（該当するものにチェックし、該当しないものを削除：複数可）
□保護者の同意を得る
□実験対象者本人の同意を得る
□実験対象者本人の同意は不要
※対象としない場合は、「対象としない」と記載してください。

②-2代筆者もしくは代諾者の必要な場合、その選定方法
（該当するものにチェックし、該当しないものを削除）
　　　　　□必要→選定方法：
　　　　　□なし
※対象としない場合は、「対象としない」と記載してください。


（４）自由意思による実験参加の同意または不同意、および同意後の撤回
※「倫理審査申請ガイド」「記入例」を参考にしてください。

（５）謝礼
※該当するものにチェックし、該当しないものを削除してください。
　　　　□あり→条件および額、品名：
　　　　□なし

４．緊急時対処
（１）緊急時の対処方法、救急体制
※近隣の病院など、具体的に記載してください。

（２―１）実験に参加することで実験対象者が被る健康被害、事故や損害などの不利益に対する賠償責任の責任範囲。補償の有無や内容
※「記入例」を参考にしてください。

（２－２）保険加入
※該当するものにチェックし、該当しないものを削除してください。
　　　　□あり→条件
　　　　□なし

５．実験で取得する情報とその取り扱い
※実験で取得する情報は、下記の（１）（２）（３）に分類してすべて記載してください。
※該当するデータがない項目は項目ごと削除してください。
（１）個人情報、個人識別記号
・個人情報：氏名、顔画像（実験風景の静止画、動画も含みます）
・個人識別記号：指紋、虹彩、声帯振動、歩行の態様等の生体情報をデジタル化したもの、または免許証番号、住民票コードなどサービス利用や書類において対象者ごとに割り振られる符号
※個人情報・個人識別記号にあたるデータを複数取得し、データによって取り扱いが異なる場合には、表をコピーしてデータごとに別の表に記載してください。
※複数の組織が関係する実験では、どの組織が個人情報を取得し、どの組織がそれを利用・保管するか、またどこで個人情報を切り離すか分かるようにして記載してください。

	取得するデータ
	

	匿名化の措置（該当するものにチェックし、該当しないものを削除）
	□匿名加工情報（特定の個人が識別できないように個人情報を加工した情報、復元できない）として保存
□匿名化されているもの（氏名をID化したもの、統計処理した情報）として保存
□その他の措置（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　→理由：


	保存・保護方法
	

	保存期間
	　　　　年　　　　月まで

	保存期間終了後の処置
	

	データの公開の有無（該当するものにチェックし、該当しないものを削除）
	□なし
□あり→目的、方法



（２）要配慮個人情報
・要配慮個人情報：本人の人種、信条、障害、病歴、診療記録など本人に対する不当な差別又は偏見が生じる可能性のある個人情報
※要配慮個人情報にあたるデータを複数取得し、データによって取り扱いが異なる場合には、表をコピーしてデータごとに別の表に記載してください。
	取得するデータ
	

	匿名化の措置（該当するものにチェックし、該当しないものを削除）
	□匿名加工情報（特定の個人が識別できないように個人情報を加工した情報、復元できない）として保存
□匿名化されているもの（氏名をID化したもの、統計処理した情報）として保存
□その他の措置（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　→理由：


	保存・保護方法
	

	保存期間
	　　　　年　　　　月まで

	保存期間終了後の処置
	

	データの公開の有無（該当するものにチェックし、該当しないものを削除）
	□なし
□あり→目的、方法



（３）その他のデータ
※その他のデータを複数取得し、データによって取り扱いが異なる場合には、表をコピーしてデータごとに別の表に記載してください。
	取得するデータ
	

	匿名化の措置（該当するものにチェックし、該当しないものを削除）
	□匿名化しない。
→理由：
□対応表で個人情報と照合可能
→理由：
□対応表で個人情報と照合可能にした後、ある時点で照合不可能にする。
→理由：
□個人情報との照合不可能にする。
□その他の措置（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　→理由：


	保存・保護方法
	

	保存期間
	　　　　年　　　　月まで

	保存期間終了後の処置
	

	データの公開の有無（該当するものにチェックし、該当しないものを削除）
	□なし
□あり→目的、方法



（４）対応表
※（３）で「対応表で個人情報と照合」を選んだ場合、照合のために作成する対応表の取り扱いについて下記に記載してください。
	保存・保護方法
	

	保存期間
	　　　　年　　　　月まで

	保存期間終了後の処置
	



（５）同意書・同意の撤回書
	保存・保護方法
	

	保存期間
	　　　　年　　　　月まで

	保存期間終了後の処置
	



（６）実験対象者が実験参加の同意を撤回した場合、取得済みデータの廃棄
※同意の撤回書との整合性をご確認ください。

６．その他
（１）他機関と共同等で実験を行う場合（共同研究、委託、外注等も含む）
　　①他機関の名称・概要と実験における他機関との責任分担
※他の機関が、実験対象者の募集、データの解析、実験へのアドバイスなど行う場合、ここに、その他機関の名称、概要、責任分担を記載してください。
※他の機関に、実験対象者の募集や実験そのものを外注する場合は、外注先の名称、概要、責任分担を記載してください。
※該当するものがない場合は、「無し」と記載してください。



②他機関での倫理審査の状況
※該当するものにチェックし、該当しないものを削除してください。
□既に承認を得ている→承認日：
　　　　　　　　　　　承認番号：
　　　　　　　　　　　実験名称：
□現在審査中
□今後審査予定、審査準備中
□審査は受けない→理由

（２）（１）以外の他機関で倫理審査を受ける場合
　　①倫理審査を受ける他機関の名称・概要

②他機関での倫理審査の状況
※該当するものにチェックし、該当しないものを削除してください。
□既に承認を得ている→承認日：
　　　　　　　　　　　承認番号：
　　　　　　　　　　　実験名称：
□現在審査中
□今後審査予定、審査準備中

（３）特許権等知的財産権が生み出される可能性がある場合には、その帰属先

（４）起こり得る利益相反とその対応
※ここで利益相反とは、次のような場合を言います。
①実験責任者または実験実施者が、この実験に関連する人や組織から、何らかの経済的な利益（金銭、物品など）やその他の利益（地位、利権など）を受けており、利益相反状態にある場合
②施設などで行う実験において、実験場所である施設が、その施設利用者である実験実施者、実験実施企業等から何らかの経済的な利益やその他の利益を受けていることで、施設利用者と施設が利益相反状態にある場合
人を対象とする実験では、このような経済的利益の存在によって、実験の公平性・信頼性が担保されない、また実験対象者の生命、安全、人権の保護・倫理的配慮がおろそかになる可能性があるため、それを防ぐ管理が必要とされています。上記のような利益相反が存在する場合には、ここにその概要と対応（管理方法）を記載してください。
管理方法として、例えば、利益相反状態にある当人の実験への関わり方を禁止する、制限する、またはインフォームド・コンセントで実験対象者にその内容を開示するといったことが考えられます。
　また、利益相反に関して、別の委員会（利益相反委員会等）で確認済みであれば、そのように記載いただいてかまいません。

（５）実験対象者への実験データの開示
※実験内容説明書１４．実験対象者の方へのデータの開示について、と整合性を取ってください。
以上
	8
